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経歴

1996年：長野県出身

2020年：信州大学医学部卒業

→総合診療医を目指して研修

2025年：川口診療所（医療生協さいたま）



経歴

医学生 反核医師の会に参加

2022年：長野反核医療者の会 結成

2023年：核兵器禁止条約 第二回締約国会議



放射能の前で医学は無力、予防医学としての核廃絶

・被爆者認定    －被爆者認定書の記載、認定裁判
・外務省要請        －TPNW参加、非核三原則の堅持
・「核」発電所問題 －福島の原発被害者に寄り添う

etc・・





被爆80年

反核平和運動・
被爆者支援・
被爆医療の歴史を
学び継承しよう





三宅文枝さん

• 広島原爆被害者相談員の会 代表

• 1975年、広島原爆被害者問題ケースワーカー研究会
被爆者の「いのち、くらし、こころ」に焦点

自分史、訴え、生活に焦点を当てる

• 原爆被爆者対策基本問題懇談会（基本懇）
「もう少しできっと被爆者援護法ができるから」

「被爆者に合わせる顔がない」

初めて自分の問題、自分ごとになった

被爆者援護・核廃絶を目指す運動体としての活動に

被爆者問題に関わる原点、本当の出発点



三宅文枝さん

• 被爆者の声がかき消されて、わかりやすい「核廃絶運
動」に置き換わってはいけない。

• 被爆者の生活史を基本に。本当の被爆者の実態を伝え
ないといけない。声を伝えるのが相談員の会の役割。

• 社会福祉は、相談を通して社会を変えるという仕事
• 被爆者を支えてきたのではなく、「一緒にここまで
やってきた」

• 核廃絶運動を二人三脚で行っていく



「被爆者医療の継承」とは

➢核廃絶を自分ごととしていく
• 被爆者運動は被爆者だけのものではない
• 受任論は現在にも未来にも関わる問題

➢「被爆の実相」を継承する
• その瞬間だけでなく、その後の病気や障害、生活の
困難を語り伝える

• 医療者だからこその視点で
➢当事者と二人三脚

• 当事者の求めることと真摯に向き合う
• 一緒に社会を変える



ヒバクシャの願いをつなぐプロジェクト

• 長野県内の被爆者の証言を文章と映像に残す
• 被爆のその瞬間だけでなく、その後どう生きてきたか、
今の社会をどう思っているか

• 小中高校の教員が中心。授業の教材として



若造フォーラム



• 沖縄と私たち（大学生）
• 本読みデモ企画
イスラエル・パレスチナについて



• 松本市戦時中写真カラー化プロジェクト（高校生）
• 中学校での満蒙開拓に関する授業
• 松本強制労働調査団
• ヒバクシャの願いをつなぐプロジェクト



実行委員メンバーのふりかえり

• 新たな知識、気づき、視点
• 別のテーマとの共通点を認識
• ヘイトの多い社会の中で、支え合う繋がりを
• どんな立場の人も対等に話し合う安全な場所



第2回 
若造フォーラム

• 「植民地主義」を
共通のキーワードとして

• 自分たちの生活、
足元から考える



地域の問題への瞬発力

• 2025年12月、信州大学が「安全保障技術研究推進制
度」の応募解禁することが報道された

• 戦争の道につながる
• 研究者が加害者にされる
• 信州に生活する市民として
声をあげたい

➢歴史や世界から学び気づく
➢市民の声の力を信じている



非核・平和のために

➢医療者として
• 「被爆者医療の継承」を模索し続ける
• 人権を守る視点、科学的な蓄積など専門性を活かす

➢地域に暮らす一市民として
• それぞれの専門性を交流し合う
• 幅広い人を巻き込んで世論に影響を与える活動に
• 地元から世界の問題に対して、柔軟に行動に移せる
ように
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